
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 28日 

火曜日 

本会議 開会 

議案の上程 

12月 4 日(月) 一般質問 

12月 5 日(火) 一般質問 

③石田  ⑥杉野 

12月 7 日(木) 一般質問 ③渡辺 

12月 8 日(金) 一般質問 

12月12日(火) 議案質疑 

12月13日(水) 総務 常任委員会 

12月14日(木) 福祉健康  〃                

12月15日(金) 建設上下水道 〃 

12月18日(月) 教育環境   〃 

12月22日(金) 最終日・意見書に対

する質疑。 討論・

請願、議案の採決等 

 

日本共産党久喜市議団  №224 

市議団ニュース
 

連 絡 先           2023年 12月 3日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

１
万
名
の
署
名
を
添
え
議
会
に
請
願
さ
れ
ま
し
た 

 

 

給食費の無償化を求める署名 10,051筆に到達！ 

 「学校給食費の無償化をめざす久喜市民の会」11月 9日に提出する！ 

 

 

議
会
に
請
願
書
と
賛
同
署
名
を
渡
す
「
会
」
の
人
た
ち 

１１
月
９
日
に
提
出
し
た
署
名
は
９
６
４
５
筆
で
し
た
。 

 
 

11月 

20日現在 

 現在の

数 

◆いま、物価高が進み、燃料費・電気

代などが高騰する中、1年間に 4万円

から 5 万円にもなる学校給食費の負

担はたいへんです。 

◆なんとかしてほしい！との声が、 

１万筆を超える請願署名になりまし

た。「市民の会」では、婦人団体や、

年金者団体、医療の団体、土建組合な

ど、多くの団体・個人が賛同して、連

日、署名運動を盛り上げました。 

◆お隣りの幸手市も無償化に踏み切

ります。自治体間競争が激しくなる

中で、子育てするために久喜市を選

ぶかどうか、その選択肢に残るか、外

れるか、給食費無償化は、その大きな

目安です。 

 

久喜市は 2023年８月 23日の全員協

議会において、2024年度に向けての行

政組織変更について明らかにしまし

た。 

これまでの「総合支所」を「行政セ

ンター」に変更します。 

総務・人権係。地域振興係。市民係。

の３係になります。 

懸念されるのは、これまで、総合支

所内で進めていた業務がこれまで通

り継続されるかどうかです。 

確認では「久喜市社会福祉協議会」

(地域包括支援センター)はそのまま

継続する。児童福祉係、社会福祉係、

高齢者介護保険係、なども継続して業

務は進めていくとしています。 

これまで、組織の変更のある毎に職

員数が減り、業務においても「本庁に

問合せます」などサービスの低下が見

られました。 

これ以上、各地域の行政サービスが低

下しないよう見ていく必要があります。 

◆「イスラム組織ハマスとイスラエル双

方が武器を置き、速やかに休戦するた

めの外交努力を行うよう求める意見

書」（日本共産党）国際人道法の立場に

立ち、即時休戦を求める意見書です。 

◆公明党は「小中学校の給食費無償

化を求める意見書」を国宛に提出。 

「給食費無償化を求める請願」に対

しても「賛成」するのが道理です。

対応が注目されます。 

11 月 
会議 

12 月議会意見書 

2024 年度(令和６年度) 久喜市行政組織図 (案) 

「給食費の無償化を求める」請願の

審議予定日は １２月１８日(月) 

教育環境常任委員会 開会は９時～ 

採決日は１２月２２日(金)   

是非傍聴においでください 

１２月議会の日程 

請願の紹介議員 渡辺昌代 石田利春 川辺美信（敬称略） 

菖蒲行政センター 

栗橋行政センター 

鷲宮行政センタ

ー 
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渡
辺
ま
さ
よ 

 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７-

21 

 

杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 

 

１ 

さ
く
ら
通
り
の
保
全
を 

し
っ
か
り
と
進
め
よ 

① 

さ
く
ら
通
り
で
伐
採
し
た
木

の
後
に
植
樹
を
せ
よ 

② 

さ
く
ら
通
り
の
木
の
周
り
の

雑
草
が
ひ
ど
す
ぎ
る
。
除
草
を

す
べ
き 

③ 

花
・
葉
が
落
ち
た
後
が
何
年
も

吹
き
だ
ま
り
に
な
っ
て
い
る
、

処
理
す
べ
き 

④ 

さ
く
ら
通
り
横
の
備
前
前
堀

川
の
除
草
の
際
に
曼
珠
沙
華

も
す
べ
て
刈
り
込
ん
で
し
ま

っ
た
。
時
期
を
ず
ら
す
改
善
を 

⑤ 

直
結
す
る
工
業
団
地
横
の
遊

歩
道
隣
の
堀
の
草
が
あ
ま
り

に
も
ひ
ど
か
っ
た
。
な
ぜ
、
除

草
管
理
が
で
き
な
い
の
か
。 

⑥ 

こ
の
よ
う
に
管
理
が
で
き
な

い
状
態
で
こ
の
先
に
賑
わ
い

施
設
を
豪
華
に
作
ろ
う
と
し

て
い
る
。
ま
ず
足
元
の
管
理
を

す
る
事
が
重
要
で
は
な
い
の

か
。 

２ 

北
中
曽
根
・
上
清
久
の
要
望
が

あ
る
側
溝
の
蓋
か
け
を 

 
 

市
全
体
の
側
溝
の
蓋
か
け
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
進
ん
で
い
る
の
か
。 

  

３ 

子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
を 

活
動
場
所
の
堅
持
と 

活
動
支
援
を
す
べ
き 

 
 

子
ど
も
食
堂
の
活
動
場
所

が
個
別
施
設
計
画
の
中
で
な

く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
活

動
場
所
の
確
保
と
財
政
支
援

を
す
べ
き
。 

４ 

久
喜
駅
西
口
再
開
発
の 

進
捗
は 

 
 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
開

か
れ
た
が
、
内
容
と
今
後
の

具
体
性
は
ど
う
進
め
る
の

か
。
市
長
の
構
想
は
具
体
的

に
ど
う
考
え
る
の
か
。 

５ 

米
の
高
温
障
害
と
肥
料
の

高
騰
の
農
家
救
済
を 

 

猛
暑
に
よ
る
「
白
濁
粒
」
大
量

発
生
で
等
級
下
の
被
害
、
カ

メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
と
肥
料

高
騰
に
よ
る
収
入
減
に
救
済

を
。 

    

６ 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ

ル
の
現
状
を
調
査
し
、
現
行

保
険
証
の
存
続
を
。 

 

１ 

道
路
の
「
除
草
」
に
対
す
る 

苦
情
を
な
く
す
計
画
構
築
を 

 

「
除
草
」
が
さ
れ
て
い
な
い
！ 

 

何
と
か
し
て
ほ
し
い
。
市
民
か
ら

の
苦
情
no.
１ 

で
す
。 

と
り
わ
け
道
路
が
雑
草
で
覆
わ

れ
て
い
る
と
、
道
路
幅
が
狭
く
な

り
交
通
安
全
の
上
で
も
危
険
で

す
。
改
善
を
も
と
め
ま
す
。 

２ 

「
浸
透
式
側
溝
」
の
導
入
を 

側
溝
に
溜
ま
る
水
を
地
下
に

浸
透
さ
せ
る
や
り
方
で
す
。
視
察

で
学
ん
で
来
ま
し
た
。
久
喜
市
も

導
入
す
べ
き
と
提
案
し
ま
す
。 

３ 

踏
切
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に 

JR
宇
都
宮
線
の
踏
切
を
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
に
す
べ
き
と
、
地
元
か

ら
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
中
川
の

鉄
橋
架
け
替
え
工
事
と
一
体
的

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。
実
施
を
も
と

め
ま
す
。 

４ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度 

 
 
 

今
こ
そ
創
設
を 

 
 

久
喜
市
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
国
は
、
今
国
会
に
提
出
し

た
補
正
予
算
の
中
に
、
「
外
壁
の

断
熱
化
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

補
助
金
を
出
す
」
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
制
度
で
す
。
こ
の
機
会
に
実

施
を
と
迫
り
ま
す
。 

５ 

久
喜
市
地
域
新
電
力
の 

 
 

早
期
立
ち
上
げ
を
求
め
て 

 
 

久
喜
市
地
域
新
電
力
事
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し
た
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

久
喜
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
源
調
達
の
潜
在
能
力(

ポ
テ

ン
シ
ャ
ル)

現
在
の
10
倍
は
あ

り
、
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
金
の

流
出
額
は
、
な
ん
と
233
億
円
。 

 

一
方
で
、
電
力
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め

の
「
容
量
拠
出
金
制
度
」
が
開

始
さ
れ
、
久
喜
市
の
拠
出
金
は

約
７
千
万
円
と
の
報
告
で
す
。

疑
問
点
を
質
問
し
ま
す
。 

６ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

機
能
は
設
置
す
べ
き 

今
後
新
築
す
る
「
栗
橋
市
民

プ
ラ
ザ
」
内
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
を
作
る
計
画

で
し
た
。
し
か
し
、
突
然
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
は
取

り
や
め
る
と
の
報
告
で
す
。
理

由
は
、
防
災
公
園
管
理
棟
に
会

議
室
を
作
る
か
ら
と
い
う
も
の

で
す
。 

防
災
公
園
は
、
栗
橋
地
区
の

一
番
北
側
に
在
り
、
一
番
高
い

場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
な
ど
で
い
く
の
は
大
変
で

す
。「
栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
」
は
利

用
し
や
す
い
場
所
に
建
設
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
設

置
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。 

４ 

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
存
続
が
住
民
の
願
い
！ 

 

地
元
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
か
ら
「
東
コ
ミ
セ
ン
の
存
続
を
」

も
と
め
る
請
願
書
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

・
長
い
間
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
施
設

だ
。
場
所
や
、
広
さ
、
周
辺
環
境
、

利
便
性
ど
れ
を
と
っ
て
も
、「
こ
れ

に
変
わ
る
施
設
は
な
い
」
と
い
う

の
が
地
元
の
み
な
さ
ん
の
声
だ
！

ス
ー
パ
ー
の
２
階
に
で
き
る
か
ら

「
２
カ
所
は
要
ら
な
い
」
と
の
議

論
に
は
「
根
拠
も
、
思
い
や
り
も
」

な
い
。 

 

ま
た
、
市
の
公
文
書
に
は
、
コ
ミ
セ

ン
の
統
廃
合
・
移
転
に
、
あ
た
か
も

「
市
民
は
合
意
形
成
さ
れ
て
い

る
」
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
お

ど
ろ
き
だ
。
こ
れ
は
、
事
実
と
は
思

え
な
い
。
市
民
に
説
明
を
求
め
る
。 

 

１ 

学
校
給
食
費
無
償
化
の
署
名

が
１
万
筆
を
越
え
た
。
応
え
よ 

 
 

請
願
署
名
が
短
期
間
に
１
万

人
以
上
の
方
か
ら
賛
同
さ
れ
た
。

全
国
知
事
会
で
も
、
実
現
に
向
け

た
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
。

物
価
高
の
中
で
、
「
子
育
て
世
帯

に
応
援
し
て
」
の
声
は
悲
痛
で
あ

る
。
ぜ
ひ
、
国
に
先
駆
け
て
の
実

施
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

２
「
鷲
中
通
り
」
の
道
路 

 
 
 

デ
コ
ボ
コ
を
直
し
て 

 
 

鷲
中
横
の
車
道
、
デ
コ
ボ
コ
が

激
し
く
て
危
な
い
状
態
で
す
。
市

民
か
ら
も
「
早
く
治
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
訴
え
。
早
急
に
直
し
て
。 

３ 

小
中
学
校
の
校
舎
な
ど 

老
朽
化
に
速
や
か
な 

対
応
を
す
べ
き 

 
 

学
校
校
舎
の
「
外
壁
落
下
事

故
」
が
続
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の

い
の
ち
最
優
先
で
改
修
を
進
め

る
べ
き
だ
。
ま
た
落
下
し
た
学
校

で
は 

① 

こ
れ
以
上
の
落
下
は
絶
対
に

避
け
る
手
当
を
。 

② 

全
部
の
小
中
学
校
を
対
象
に

し
た
「
非
破
壊
検
査
」
を
。 

 

③ 

仕
様
書
な
ど
か
ら
ア
ス
ベ
ス

ト
の
含
有
調
査
を
。 

④ 

市
民
に
対
し
て
の
謝
罪
や
丁

寧
な
説
明
を
。 

日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
は
、
こ

う
し
た
「
緊
急
要
望
書
」
を
市
に

出
し
た
。
急
ぎ
対
応
を
求
め
る
。 

ま
た
、「
自
主
点
検
」
も
き
ち
ん
と

行
う
べ
き
だ
が
。
全
学
校
の
調
査

結
果
の
公
表
を
求
め
る
。 

 

 

 
 

 
地元に愛されている東コミュニティ 

センター（さくら） 

 

市民の願い実現にむけ一般質問通告しました 


